
（財）高輝度光科学研究センター（JASRI)は、
一昨年10月に施行された「特定放射光施設の共用
の促進に関する法律」により、SPring-8の共用を
促進するための機関として「放射光利用研究促進
機構」に指定されました。共用促進の主要な業務
は利用研究課題の募集・選定等を行う供用業務と
利用者の皆様に対して必要な情報の提供や技術的
な援助を行う支援業務です。
利用業務部は、これらの業務の一翼を担うため、
利用者の皆様の窓口にあたる部門として、今年４
月１日に８名のスタッフ（写真45頁）で発足しま
した。利用業務部に課せられた重要な役割は、
SPring-8を世界に開かれた施設として、その利
用・運営について利用者が使いやすい仕組みとす
ることです。
利用業務部の主な役割は、次のとおりです。
①利用者に対する窓口相談、施設利用手続き、情
報提供等の施設利用に係わる窓口業務に関する
こと
②利用研究課題の募集・選定等の施設利用に係わ
る各種委員会の庶務及びガイドブック等の作成
に関すること
③利用者及び利用機関が施設利用をする際の諸手
続きに関すること
④施設利用に係わる実験結果、研究成果及び工業
所有権の管理に関することなど
①は利用者がSPring-8を利用するのに当たっ

て、最初にコンタクトする窓口業務であり、課題
募集から実験終了までに必要となる事務的手続き
や技術的な相談に対応するSPring-8側の担当者を
紹介する業務、滞在に必要な情報等を可能な限り
具体的に提供し、利用者が良好な環境のもとで、
安心して実験できるように支援する極めて重要な
業務です。
現在、利用業務部では②の利用研究課題募集の

準備を進めており、SPring-8利用の手引き書とし
て“SPring-8ユーザーガイド”及び“SPring-8技
術ハンドブック”（仮称）の作成を急いでいます。
ユーザーガイドは課題募集から実験終了までに必
要なSPring-8利用に係わる情報をまとめたもので
す。また、ハンドブックは実験ステーションの装
置の仕様・性能等各ビームラインの技術情報をま
とめたものです。さらに、SPring-8の最新情報を
利用者にお届けする“SPring-8利用者情報”の発
行も隔月に行っています。
利用業務部は、まだ発足したばかりなので、何

かと不備な点もあるかと思いますが、今後、平成
９年秋のSPring-8の供用開始に向けて、少しでも
早くSPring-8の利用・運営について利用者の皆様
が利用しやすい仕組みの整備に努力していきたい
と考えております。皆様方の暖かいご支援とご協
力をお願い致します。なお、お気付きの点がござ
いましたら、ご一報頂ければ幸いです。
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